
　

２
０
０
１
年
に
発
足
し
た

『
エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略
会

議
』
に
は
２
５
０
人
も
の
文

化
人
が
名
を
連
ね
、『
エ
ン
ジ

ン
０１
』
は
年
に
一
度
開
催
さ

れ
る
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
。

２
０
０
２
年
度
よ
り
様
々
な

地
方
都
市
で
開
催
さ
れ
て
き

た
が
、
今
年
度
開
催
の
市
原

は
今
ま
で
で
一
番
東
京
に
近

い
場
所
と
な
っ
た
。
講
師
ら

は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

エ
ン
ジ
ン
０１

開
催
後
は
、

翌
年
度
以
降

エ
ン
ジ
ン

０２
、
０３
と
開

催
の
機
会
を

得
る
。

　

２６
日
に

は
、
市
原
市

市
民
会
館
に

て
開
会
式
が

行
わ
れ
た
。

『
エ
ン
ジ
ン

０１ 

ｉｎ 

市
原
』

大
会
委
員

長
・
勝
間
和

代
さ
ん
、
同

副
委
員
長
・
和
田
秀
樹
さ
ん

ら
『
エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略

会
議
』
の
メ
ン
バ
ー
と
、
小

出
譲
治
市
原
市
長
を
会
長
と

す
る
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原

実
行
委
員
会
』
メ
ン
バ
ー
が

登
壇
し
、
開
会
が
宣
言
さ
れ

た
。
小
出
会
長
は
、「
市
原
市

は
６０
周
年
。
還
暦
を
迎
え
新

た
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま

す
。
常
に
学
び
の
機
会
が
あ

る
『
学
び
の
ま
ち
市
原
』
を

目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
ハ
ピ
ネ
ス
の
作
り
方
』

で
は
、
勝
間
さ
ん
、
作
家
の

和
田
裕
美
さ
ん
ら
が
『
幸
せ
』

を
題
材
に
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。
次
い
で
『
エ
ン

ジ
ン
０１
音
楽
堂 

ｉｎ 

市
原
《
私

の
十
八
番
》
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
』
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
川
井
郁
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

の
熊
本
マ
リ
さ
ん
ら
の
演
奏

す
る
曲
目
で
世
界
各
国
を
周

遊
。
観
客
は
豪
華
な
演
奏
陣

の
奏
で
る
曲
に
魅
了
さ
れ
た
。

神
戸
か
ら
訪
れ
た
女
性
は
、

「
以
前
か
ら
エ
ン
ジ
ン
０１
に
興

味
が
あ
り
初
参
加
で
す
。
明

日
ま
で
滞
在
し
て
楽
し
み
た

い
」
と
話
し
た
。

　

２７
日
に
は
帝
京
平
成
大
学

に
て
、
７５
講
座
が
開
講
さ

れ
た
。
文
化
、
歴
史
、
ア
ー

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
Ａ
Ｉ
な
ど

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ

が
用
意
さ
れ
、
ど
の
教
室
も

参
加
者
は
メ
モ
を
と
る
な
ど

熱
心
に
聴
講
し
た
。
認
知
症

と
看
取
り
が
テ
ー
マ
の
ク
ラ

ス
を
続
け
て
受
講
し
た
女
性

は
、「
す
ご
く
た
め
に
な
り

ま
し
た
。
病
院
の
か
か
り
方

な
ど
具
体
的
な
話
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
」。
漫
画
家
の
東

村
ア
キ
コ
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の

女
性
は
、「
雲
の
上
の
人
と

い
う
感
じ
が
し
て
い
た
が
、

お
話
を
聞
く
と
同
じ
感
覚
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し

ま
し
た
」。『
市
原
で
…
歴
史

の
色
ん
な
話
！
』
の
講
座
で

は
、
講
師
の
１
人
、
歴
史
学

者
の
磯
田
道
史
さ
ん
の
「
国

分
寺
の
あ
っ
た
市
原
は
東
北

の
首
都
だ
っ
た
。
市
原
の
皆

さ
ん
は
も
っ
と
誇
り
に
思
っ

て
い
い
。
エ
ン
ジ
ン
０２
で
是

非
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
の
言
葉
に
、

教
室
が
拍
手
で
沸
い
た
。
同

講
座
を
受
講
し
た
女
性
は
、

「
磯
田
先
生
は
い
つ
も
テ
レ
ビ

で
観
て
い
る
が
、
対
面
で
話

を
聞
く
と
表
情
や
し
ぐ
さ
ま

で
伝
わ
っ
て
と
て
も
よ
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

 

『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク 

ｉｎ 

市
原
』
で
は
３１
講
座
が

開
講
さ
れ
、
映
画
監
督
、
翻

訳
家
、
脳
科
学
者
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
料
理
人
な
ど
、

そ
の
道
で
成
功
を
収
め
た
プ

ロ
が
無
料
で
講
義
を
行
い
、

小
学
生
か
ら
大
学
生
、
大
人

ま
で
が
机
を
並
べ
講
義
に
耳

を
傾
け
た
。
ド
ラ
マ
『
ド
ク

タ
ー
Ｘ　

外
科
医
大
門
未
知

子
』
が
代
表
作
の
脚
本
家
・

中
園
ミ
ホ
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で

は
、
隣
室
が
ド
ク
タ
ー
Ｘ
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
医
師
・
加

藤
友
朗
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
６０
分
授
業
の
後
半
は
２

ク
ラ
ス
が
合
流
。
執
筆
時
の

中
園
さ
ん
と
医
療
監
修
の
加

藤
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

に
つ
い
て
の
話
を
深
め
た
。

中
園
さ
ん
か
ら
は
「
自
分
の

才
能
に
が
っ
か
り
し
た
と
し

て
も
必
ず
最
後
ま
で
書
き
あ

げ
る
こ
と
」、
加
藤
さ
ん
か
ら

は
「
医
師
も
英
語
が
大
事
。

で
き
れ
ば
１０
代
の
う
ち
に
留

学
を
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。

　

大
学
で
の
講
義
の
熱
が
冷

め
や
ら
ぬ
中
、
１９
時
か
ら
は

市
内
２２
の
飲
食
店
で
、『
夜
楽

（
や
が
く
）』
が
行
わ
れ
た
。

中
華
料
理
『
紅
鷹
』
で
参
加

し
た
親
子
は
、「
南
美
希
子
さ

ん
な
ど
３
人
の
講
師
の
方
々

が
順
番
に
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ

て
く
だ
さ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

も
お
料
理
も
存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
」。

　

２８
日
、
市
原
湖
畔
美
術
館
、

市
原
歴
史
博
物
館
な
ど
７
カ

所
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

た
の
が
『
ま
ち
な
か
講
座
』。

市
原
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、

東
村
ア
キ
コ
さ
ん
、
里
見
氏

菩
提
寺
宝
林
寺
住
職
の
千
葉

          

（
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

著
名
人
が
市
原
に
集
結

 

学
び
の
イ
ベ
ン
ト『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
』

　
　
　
　
　
　   

盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

　

市
原
市
市
制
施
行
６０
周
年
を
記
念
し
、
１
月
２６
日
㈮
～
２８
日
㈰
、『
エ
ン
ジ
ン
０１
（
ゼ
ロ
ワ
ン
）
in 

市
原
』
が
、
市
原
市
市
民
会
館
、
帝
京
平
成
大
学
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
市
原
市
内
各
所
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
『
エ
ン
ジ
ン
０１
文
化
戦
略
会
議
』、
共
催
は
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

in 

市
原
実
行
委

員
会
』。
各
分
野
の
一
線
で
活
躍
す
る
１
２
０
人
も
の
文
化
人
・
知
識
人
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
の
べ

１
万
２
千
人
が
多
種
多
様
な
テ
ー
マ
に
即
し
て
『
学
び
』
を
体
験
し
た
。

 

Ｄ
Ａ
Ｙ
２

 
Ｄ
Ａ
Ｙ
３

『音楽堂 in 市原《私の十八番》ガラコンサート』にて。
ヴァイオリン・川井郁子さん、ピアノ・熊本マリさん

 

Ｄ
Ａ
Ｙ
１

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
ハ
ピ
ネ
ス
の
作
り

方
』
に
て
。
右
か
ら
作
家
・

和
田
裕
美
さ
ん
、
漫
画
家
・

東
村
ア
キ
コ
さ
ん
、
大
会

委
員
長
・
勝
間
和
代
さ
ん
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
南
美
希

子
さ
ん

２
日
目
の
講
座
『
市
原
で
…
歴
史
の
色

ん
な
話
！
』
に
て
。
右
か
ら
考
古
学
者
・

忍
澤
成
視
さ
ん
、
歴
史
学
者
・
磯
田
道

史
さ
ん
、
華
道
家
・
池
坊
美
佳
さ
ん

市原市立中央図書館で行われた『まちなか講座・日本初のファン
タジー、南総里見八犬伝を語る！』にて。講師は左から漫画家・
東村アキコさん、里見氏菩提寺宝林寺住職・千葉公慈さん、俳優・
辰巳琢郎さん、大会副委員長・和田秀樹さん
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Ｕ
Ｓ
シ
ネ
マ
が
運
営
す
る

千
葉
劇
場
で
は
３
月
２３
日
に

第
６
回
「
千
葉
劇
場
落
語
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

落
語
芸
術
協
会
所
属
の
春

風
亭
昇
太
一
門
の
落
語
会
は

毎
回
満
員
御
礼
の
大
好
評
！

出
演
は
、
真
打
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
や也
、
二
ツ
目
・
春

し
ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇
し
ょ
う

り
ん
、
二
ツ
目
・
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭 

昇し
ょ
う
さ
く
咲
の
３
人
が
高
座
に
上
が

り
、
落
語
を
披
露
。
千
葉
市

唯
一
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
、

映
画
と
は
違
っ
た
ラ
イ
ブ
感

の
あ
る
落
語
を
是
非
こ
の
機

会
に
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

■
日
時　

２
０
２
４
年
３
月

２３
日
㈯　

開
場
：
１３
時　

開

演
：
１３
時
半

■
会
場　

千
葉
劇
場
：
千
葉

市
中
央
区
中
央
３
の
８
の
８

「
千
葉
中
央
駅
」
徒
歩
７
分
・

「
千
葉
駅
」
徒
歩
１４
分

■
料
金　

２
０
０
０
円
（
自

由
席
）

※
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法
は
通

常
映
画
作
品
と
同
じ
（
発
売

は
１
週
間
前
か
ら
）

※
招
待
券
・
共
通
券
・
割
引
券
・

Ｙ
Ｆ
Ｃ
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

■
問
合
せ　

千
葉
劇
場

☎
０
４
３
・
２
２
７
・
４
５
９
１

　

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
人
気
の
落
語
会
が

３
月
に
開
催
決
定
！

公
慈
さ
ん
ら
を
講
師
に
、『
日

本
初
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
南

総
里
見
八
犬
伝
を
語
る
！
』

の
講
座
が
開
か
れ
た
。
千
葉

さ
ん
が
語
る
里
見
八
犬
伝
の

物
語
の
あ
れ
こ
れ
に
、
東
村

さ
ん
が
「
漫
画
の
新
作
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ん
だ
」
と

話
す
と
、
会
場
か
ら
は
歓
声

が
上
が
っ
た
。
同
講
座
と
大

学
で
の
４
講
座
を
受
講
し
た

と
い
う
女
性
は
、「
と
に
か
く

す
べ
て
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

す
ば
ら
し
い
栄
養
に
な
り
ま

し
た
。
受
け
取
っ
た
も
の
を

活
か
し
て
毎
日
し
っ
か
り
生

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

語
っ
た
。

　

市
原
市
市
民
会
館
で
は
１３

時
よ
り
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
Ａ
Ｉ
が
あ
れ

ば
政
治
家
は
い
ら
な
い
！？
』

と
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。
小

出
会
長
の
謝
辞
に
次
い
で
、

勝
間
さ
ん
が
「
Ａ
Ｉ
の
全
盛

期
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く

対
面
で
話
を
き
い
て
、
み
な

さ
ん
の
心
が
動
い
た
と
思
う
。

そ
の
心
の
動
き
を
持
ち
帰
っ

て
、
他
の
人
へ
伝
え
て
欲
し

い
。
今
後
も
エ
ン
ジ
ン
０２
、

０３
と
、
市
原
を
起
点
に
文
化

の
輪
を
つ
な
げ
て
日
本
中
に

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

会
場
に
呼
び
か
け
、
３
日
間

に
わ
た
る
『
エ
ン
ジ
ン
０１ 

ｉｎ 

市
原
』
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
石
井
）

閉会式にて、挨拶する大会委員長・勝間和代さん（前列中央）と、
小出譲治実行委員会会長（前列左隣）

　

日
本
で
は
２
０
０
種
ほ
ど

の
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、

春
か
ら
秋
に
観
察
で
き
、
身

近
な
昆
虫
と
し
て
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
ト
ン
ボ
は
、
冬
が
来
る

前
に
成
虫
と
し
て
は
息
絶
え

て
し
ま
い
、
幼
虫
（
ヤ
ゴ
）

で
越
冬
し
ま
す
が
、
な
か
に

は
成
虫
で
越
冬
す
る
ト
ン
ボ

も
い
ま
す
。

　

八
重
山
諸
島
と
小
笠
原
地

方
を
除
く
九
州
以
北
で
は
、

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
ホ
ソ

ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
、
オ
ツ

ネ
ン
ト
ン
ボ

の
３
種
類
の

み
が
成
虫
の

ま
ま
越
冬
す

る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内

２
種
は
、
名

前
に
「
オ
ツ

ネ
ン
」
と
つ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
越
冬
す
る
ト
ン
ボ
と

わ
か
り
ま
す
。
房
総
半
島
で

は
３
種
の
内
、「
ホ
ソ
ミ
」
と

つ
く
２
種
の
越
冬
す
る
ト
ン

ボ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

変
温
動
物
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
る

た
め
、
樹
皮
の
裂
け
目
、
木

の
く
ぼ
み
、
落
ち
葉
の
間
、

建
物
の
隙
間
な
ど
に
そ
の
細

い
身
体
を
入
れ
、
じ
っ
と
動

か
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
を

抑
え
て
冬
を
し
の
ぎ
ま
す
。

♂
♀
と
も
全
体
が
褐
色
を
し

て
お
り
、
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
で
風
景
に
同
化
し
、
天

敵
に
見
つ
け
ら
れ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

冬
の
晴
れ
間
に
日
差
し
が
あ

る
と
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

ふ
ら
ふ
ら
と
弱
々
し
く
飛
翔

す
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
越
冬
し
た
個
体

は
、
や
が
て
き
れ
い
な
青
色

に
変
わ
り
、
繁
殖
し
ま
す
。

　

春
を
待
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

越
冬
ト
ン
ボ
を
見
つ
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
杉

花
粉
対
策
は
忘
れ
ず
に
。

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
／
岡
嘉
弘
）

ホソミオツネントンボホソミオツネントンボ
（越冬中）（越冬中）

　

鉄
道
写
真
愛
好
家
の
皆
さ

ん
へ
お
知
ら
せ
で
す
。
今
年

６
月
６
日
㈭
～
６
月
１１
日
㈫

に
開
催
予
定
の
『
小
湊
鐵
道

を
撮
る
仲
間
た
ち
展
』
に
写

真
を
出
展
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
展
は
写
真
家
の

故
加
賀
淺
吉
氏
が
中
心
と
な

り
、
８
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
。
小
湊
鐵
道
の
景
観
を

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
小
湊
鐵
道
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
写
真
仲
間
が
企

画
し
、
市
原
市
だ
け
で
な
く

東
京
（
新
宿
）
や
船
橋
市
な

ど
様
々
な
場
所
で
開
催
、
好

評
を
得
て
き
ま
し
た
。
昨
年

は
市
原
市
で
開
催
し
、
多
く

の
愛
好
家
の
参
加
に
よ
り
盛

況
の
う
ち
に
終
了
。
今
年
も

昨
年
と
同
会
場
・
市
原
市
の

夢
ホ
ー
ル
（
市
原
市
更
級
１

の
９
の
８
・
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ

市
原
五
井
店
１
階
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
四
季
折
々
、
魅

力
あ
る
小
湊
鐵
道
の
風
景
写

真
を
撮
影
し
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 ・
参
加
方
法
：
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
１
人
１
点
。

作
品
テ
ー
マ
は
小
湊
鐵
道
、

ま
た
は
小
湊
鐵
道
を
連
想
さ

せ
る
写
真
。
画
題
（
タ
イ
ト

ル
）、
撮
影
場
所
を
参
加
申
込

書
に
記
載
し
、
写
真
デ
ー
タ

と
と
も
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

・
作
品
サ
イ
ズ
：
Ａ
３
・
Ａ
３

ノ
ビ
・
半
切
・
全
紙
・
Ａ
２

ま
で
。
額
縁
サ
イ
ズ
は
、
外

枠
横
幅
が
最
大
７６
セ
ン
チ
ま

で
。

・
参
加
料
金
：
１
人
２
０
０
０

円
。
参
加

規
定
に
記

載
さ
れ
て

い
る
口
座

に
お
振
込

み
く
だ
さ

い
。

・
申
込
〆

切
：
４
月

１５
日
㈪
ま

で
。

・
主
催
：

小
湊
鐵
道

を
撮
る
仲

間
た
ち
展

実
行
委
員
会

・
詳
細
等
は
Ｈ
Ｐ
に
て

http://www1.u-netsurf.
ne.jp/~BF200033/new/
index.html

「
小
湊
鐵
道
を
撮
る
仲
間
た
ち
展
」   

                     
出
展
作
品
募
集

↑ホームページ
はこちらから

　

前
回
、
近
い
将
来
起
こ
る

で
あ
ろ
う
世
界
的
な
食
糧
問

題
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
者
は
、
私
達
が
生

き
延
び
る
に
は
人
間
が
何
万

年
と
育
ん
で
き
た
古
来
か
ら

の
農
法
こ
そ
が
唯
一
の
解
決

法
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て

い
ま
す
。
外
国
か
ら
家
畜
飼

料
を
買
っ
て
与
え
る
の
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
無
駄
が
生
じ

ま
す
。
そ
の
土
地
で
餌
の
穀

物
や
牧
草
を
作
り
、
出
た
糞

を
肥
料
と
し
て
再
利
用
し
、

全
て
を
循
環
さ
せ
る
事
が
最

も
効
率
の
良
い
方
法
で
あ
る

の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
世
界
の
各
地
で
あ
ら
ゆ

る
試
み
が
試
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
英
国
の
あ
る
地
方

の
村
で
は
独
自
の
通
貨
を
作

り
、
そ
の
土
地
で
生
産
さ
れ

た
物
を
奨
励
す
る
事
に
よ
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
町
で
は
、

道
路
脇
や
公
共
の
建
物
の
敷

地
内
に
果
樹
や
野
菜
を
植
え
、

誰
も
が
自
由
に
取
れ
る
よ
う

に
し
て
市
民
の
意
識
改
革
を

促
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
日

本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
で
教
鞭
を
取
っ
た
事

の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
大
学

教
授
は
、
日
本
の
農
業
に
つ

い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま

す
。「
日
本
人
の
学
生
た
ち
に

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は

独
創
性
や
ア
イ
デ
ア
が
如
何

に
重
要
で
あ
る
か
説
い
て
来

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
私

の
努
力
は
無
駄
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
出
る
杭
は

打
た
れ
る
方
式
の
教
育
で
は

や
る
気
の
あ
る
学
生
が
全
く

育
た
な
い
の
で
す
。
加
え
て

欧
米
で
は
農
業
は

立
派
な
化
学
の
分

野
の
１
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
そ
も
そ

も
農
業
は
低
く
見

ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
」
と
著
書
の

中
で
述
べ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
こ
の
コ
ー
ス
も
終

わ
り
に
近
づ
い
て
来
ま
し

た
。
ハ
ー
ブ
の
話
か
ら
始
ま

り
、
料
理
や
野
菜
作
り
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
養
蜂
、
自
然
の

中
で
の
生
活
を
通
じ
て
健
康

を
テ
ー
マ
に
記
事
を
書
い
て

き
ま
し
た
。
真
の
健
康
と
は

単
に
身
体
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

自
然
環
境
も
含
め
て
考
え
る

べ
き
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

長
い
間
読
ん
で
頂
い
た
読
者

の
皆
様
、
編
集
部
の
方
々
、

協
力
し
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
を
述
べ
な
が
ら
、
今
回
で

筆
を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長谷川良二。長柄町在住。ハー
ブコーディネーター、ガーデニ
ングコーディネーター、歯科
医師。市原を中心に公民館で
のハーブの指導などをしながら
自然栽培で野菜を育て、養鶏、
養蜂にもトライ中。
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◆専用申込書をＦＡＸまたは郵送でお送りします。
◆申込書に所定の内容を記入後、ご返送ください。
　追って掲載料金等を記載した受注書を発行します。
◆掲載料は前払いなので、受注書を確認されたらお振
　込ください。掲載紙面は１部ご郵送します。

●ピアノ　漆田   0120-00-4210
●金プラチナ商品券　相場・額面の90～ 97%で
てんとう虫　☎0475-72-9400   大網店　休み不定
0476-36-4388   富里店　 043-310-5825   都賀店

●着付教室　毎㈰10時～ 11時・13時～ 14時　1回
500円　浴衣から二重太鼓まで　詳しくはお問合せ下
さい　きもの館まるへい　茂原店 ☎0475-25-2617
担当：小谷部　岬本店 ☎0470-87-2707担当：飯野
●全日制フリースクール　中学不登校生のための学び
の場です　成美学園中等部 ☎0475-44-5777

●フロント：19：00～ 22：30・時給1,100円　ボール回
収：早朝4：30～ 6：30・時給1,150円　アタックゴルフ
茂原　☎0438-62-6172藤成産業　受付㈪～
●スタッフ急募　寿司・和食・鰻の板前及び調理見習
い（正社員）／ホール（パート・アルバイト）土・日だ
けでも可　市原・うるいど八幡屋　
☎０４３６-７４-０００７

●教育相談　ニート・不登校・学力不足・ひきこも
り　初回無料　要予約　成美学園　☎0475-44-577

申し込み方法

※個人情報や呼びかけなどにご利用ください。
※お申込み　内容を箇条書きにして、住所、氏名、電話
番号を明記し、ＦＡＸか郵送、メールで
ＦＡＸ0436-21-9142　メール k i j i @ c l - s h o p . c o m

●コザクラインコ探しています　１／ 27・15時頃、
勝浦市宿戸のお寺の庭から行方不明　メス・３歳　顔
まわり赤、体は緑、尾は青　名前はぴー子
船橋・かわぐち　☎090-8726-6201
●犬差し上げます　たまごちゃん：Ｒ元年９／ 23生・
柴犬・メス・茶　はやとくん：Ｈ29年９月21生・柴犬・
オス・黒　ともに保護犬、マイクロチップ装着済
茂原・石井　☎0475-24-8577
●保護猫の譲渡会　３／ 10・24　第２㈰市原会場：ラ
ジコンショップはっぴー奥（市原市古市場614-10）、第
４㈰奇数月：ジョイフル本田千葉ニュータウン店　11
～ 15時　市原会場では猫と直接触れ合える　連絡は

「N P O法人ねこけん千葉支部O ffi c a l B l o g」で検索

●中の島アンサンブル　第３㈮14～ 17時　茂原市東
部台文化会館　ギター、マンドリンのアンサンブルを
楽しむ　年会費：1,000円　加藤　☎ 0475-23-3039

●上総一ノ宮フリマ・骨董市　３／２・16・30㈯　一
宮町役場西側駐車場　☎070-6406-1414
●フラメンコ地域講習会 　３／３㈰　13～ 15時　興
津集会所（勝浦市）　実費にて　年齢性別不問、未経験
者歓迎　飲物、あればヨガマットやレジャーシート、
ヒールの太いパンプス他持参　☎070-4286-3183

●今村直彦油絵展　３／３㈰～ 24㈰　10～ 17時、最終
日15時　ギャラリー 801（睦沢町）　㈫㈬定休　入場無
料　テーマ「海の空、緑の空」　触感を大事にした抽象表
現作品　☎0475-40-3035
●１から分かる歎異抄講座 　３／５㈫10時～東金文
化会館　９㈯10時～成東文化会館　11㈪29㈮13時半
～土気あすみが丘プラザ　23㈯14時～長生村交流セ
ンター　24㈰13時半～勝浦市芸術文化交流センター　
1,000円　☎080-4102-3846　
●富洋会・水彩画展　３／６㈬～ 10㈰　９～ 17時、最
終日16時　大網白里市保健文化センター　７グルーブ
による90余点　新会員募集　弓野　☎0475-72-1993
●40代からのカラダづくり体験　３／７・14㈭　10
時半～ 11時半　イオンタウンおゆみ野２階　1,100
円　40～ 60代の女性　音楽に合わせバーにつかまっ
て行う　運動が苦手でもＯＫ　☎080-1044-2444
●金曜フリマ・骨董市　３／８・15・22・29㈮　９～
14時　小雨決行　道の駅むつざわ・つどいの郷　車
両の進入不可　☎070-6406-1414
●小さなマルシェ土曜市　３／９㈯　10～ 14時半　
農家食堂くりくり山房（茂原市萱場）　地元７人の手
作り品販売　野菜・菓子・惣菜・手芸品・小さな絵画・
餅など　小さな休憩所あり　☎090-7425-1433
●ふれあいダンスパーティ　３／９㈯13時～　高貫
ダンススクール（いすみ市岬町）　2,000円　
サークルたんぽぽ　☎090-4208-1210
●トワイライトバザール　３／９㈯　13～ 19時　は
まひるがお（白子町古所）　キッチンカー＆屋台、ハン
ドメイド作品展や音楽会など　☎090-8813-1036
●春庭花市　３／９㈯10㈰　10～ 15時　大多喜ハー
ブガーデン　入場無料・雨天決行　花、ガーデン雑貨、
野菜、花モチーフのクラフトやアクセサリー、フード＆
ドリンク、ワークショップもあり　☎0470-62-5708
●航空ジャンク市 　３／９㈯10㈰　10～ 17時、㈰は
16時まで　航空科学博物館（芝山町）　入館料のみ　

機内カートや航空機部品、エアライングッズなど出品
☎0479-78-0557
●藻原寺フリーマーケット　３／９・23・４／７　９
～ 13時　茂原市役所近く　７日は境内にて　雨天中止
車ごと出店：2,000円　初出店希望の方は開催日に本
部受付へ　☎090-4950-6193（録音の最新情報）
●日本ミツバチ捕獲の講習会　３／ 10㈰　10～ 12時
茂原市三ケ谷　確実に捕獲する方法　1,000円　金稜
辺、ハチ、巣箱格安であり　古山　☎080-1153-2513
●とよだ防災フェア　３／ 10㈰　10～ 12時半　茂原
市豊田福祉センター　無料　吹奏楽演奏、地震体験、消
火器やＡＥＤ・毛布担架の使い方、防災釣り堀、消防服
の着用、防災グッズの紹介、防災備蓄倉庫の見学等　ス
タンプラリーでプレゼント有り　☎090-1402-6257
●早春の自然に親しむ会　３／ 10㈰　13～ 16時　茂
原公園・駐車場に集合　雨天中止　森の植物などを観
察しながら散策　20名程度・中学生以下は大人同伴
一般500円、高校生以下100円　筆記具、敷物、飲物他持
参　電話かファックスで要申込　参加者全員の氏名、年
齢、住所、電話番号を連絡　望月　☎.fax.0475-25-6280
●日本ミツバチ趣味の養蜂講習会　３／ 10㈰　13～
16時　大網白里市・かなり宅　 養蜂全般の要素技術
を動画とオリジナル資料で分かりやすく説明　3,000
円・蜂蜜100g付　蜂蜜販売中　☎090-4918-2388
●フリーマーケット　３／ 10㈰　10～ 15時　ダイナ
ム成東店　雨天中止　第２㈰開催　フリマ、マルシェ、
時々イベントあり　今回は能登地震動物支援のため
チャリティーで均一セールも　☎090-8813-1036
●フリーマーケット　３／ 10・17・24・31㈰　８～
15時　雨天中止　熊野の清水公園駐車場（長南町佐坪）
隣に自然食材がんこ茶屋　牧場のしぼりたて牛乳で
作った牛乳ようかんもあり　☎090-1611-4860
●大人が楽しむおはなし会　３／ 15㈮　10～ 12時
茂原市豊田福祉センター　大人50名　おはなし「もく
もく」30周年　昔話や創作　斉藤　☎0475-23-3310

●社交D A Nパーティ　３／ 16㈯13時半～　市原ダン
ススクール　1,000円　☎090-4746-1220
●ナチュラル＆オーガニックの集い　３／ 17㈰　10
～ 15時　一宮町役場西側広場 　車は役場東側駐車場へ
☎070-6406-1414
●『今はちょっと、ついてないだけ』上映会  ３／ 20
㈷　10時半・13時半・16時半上映　茂原市立図書館
無料　各回40名　要申込　原作：伊吹有喜　監督：柴
山健次　出演：玉山鉄二、音尾琢真ほか　茂原市が全
面的にロケ撮影に協力、市内12カ所が登場　出演者の
サインなども展示　☎0475-23-6151　
●神経症者の話合いの場　３／ 24㈰　13～ 16時半　
千葉中央コミュニティセンター　不安神経症、対人恐
怖、パニック障害、抑うつ、強迫観念の人々のメンタル
ヘルス「森田療法」の学習と話合い、体験交流など　一般
1,000円　要連絡　田中　☎090-3548-4970
●ボーイスカウト入団説明会 　３／ 24㈰　10時受付
大網白里市農村ふれあいセンター　小１～４年対象　

「考え抜く力」「諦めない心」などを育む　活動体験も
あり　大網白里第1団　奥貫　☎090-9345-0270
●企画展「めでたい模様」 　３／ 24㈰まで　９～ 16
時半　いすみ市郷土資料館（田園の美術館）　無料　㈪
休館　明治～大正の婚礼衣装、万祝、欄間彫刻、狩野派絵
画などで紹介　 ☎0470-86-3708　
●講演会「大田實海軍中将54年の生涯」と「映画化への
夢と道」　３／ 30㈯12時半開演　長柄町公民館　無料
大田實海軍中将顕彰会・相馬　 ☎090-7009-3314　
●人形劇すぎのこ・災害復興支援公演　３／ 31㈰14
時開演　さんぶの森文化ホール　無料　子どもから大
人まで楽しめる大型人形劇　「北風と少年」ほか　会場
に募金箱あり　金子　 ☎0475-89-0299　
●桜の山の春の市・出店者募集　４／６㈯７㈰　10～
16時　茂原公園　茂原桜まつり期間中の恒例イベント
テント１張2,500円　50店募集　申込は茂原軽音楽協
会H Pから　３／ 20〆切　 ☎080-4113-9494

申し込み方法



42024年3月2日㈯外房中央版
　

養
老
川
の
河
床
か
ら
千
葉

セ
ク
シ
ョ
ン
の
露
頭
（
地
層

が
直
接
見
え
る
部
分
）
を
見

上
げ
る
と
、
の
っ
ぺ
り
と
し

た
特
徴
の
な
い
崖
の
上
部
に

一
本
の
地
層
の
筋
が
見
え
る
。

こ
れ
が
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
に
認
定
さ

れ
た
白
尾
（
び
ゃ
く
び
）
火

山
灰
層
で
、
７７
万
４
千
年
前

の
古
期
御
嶽
山
の
巨
大
噴
火

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
だ
。
そ
こ
か
ら
上
が
チ
バ

ニ
ア
ン
、
下
が
そ
れ
よ
り
古

い
カ
ラ
ブ
リ
ア
ン
の
時
代
の

地
層
と
な
る
。
２
０
２
２
年

５
月
に
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
証
と

し
て
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
パ
イ

ク
』
が
設
置
さ
れ
た
。
白
尾

火
山
灰
層
の
上
１
・
１
ｍ
の
あ

た
り
に
、
目
に
は
見
え
な
い

が
、
現
在
に
至
る
最
後
の
地

磁
気
逆
転
で
あ
る
『
松
山
－

ブ
ル
ン
逆
転
境
界
』
が
あ
る
。

こ
の
境
界
を
中
心
に
約
２
千

年
か
け
て
、
Ｓ
極
が
南
半
球

か
ら
北
半
球
へ
移
動
し
た
。

露
頭
か
ら
足
元
の
養
老
川
の

河
床
に
目
を
移
す
と
、
そ
こ

は
７８
万
年
前
の
海
底
に
生
活

し
て
い
た
深
海
生
物
の
化
石

の
宝
庫
だ
。
貝
や
、
生
痕
化

石
と
呼
ば
れ
る
生
物
の
這
っ

た
跡
な
ど
が
い
た
る
所
に
見

ら
れ
る
。

　

露
頭
に
は
多
く
の
見
学
客

が
訪
れ
る
。「
ず
っ
と
興
味
が

あ
っ
た
の
で
、
ゴ
ル
フ
の
帰

り
に
」「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
で
近

く
に
泊
ま
っ
た
の
で
」「
釣
り

に
行
く
途
中
に
看
板
が
気
に

な
っ
て
」
と
、
訪
れ
る
人

の
行
程
は
様
々
。
見
学
客

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
チ

バ
ニ
ア
ン
ガ
イ
ド
だ
。
日

時
を
選
べ
る
『
チ
バ
ニ
ア

ン
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
』
と
、

休
日
の
『
定
時
ガ
イ
ド
』

は
６０
分
コ
ー
ス
で
有
料
、

そ
の
他
に
露
頭
で
説
明
し

た
り
、
質
問
に
答
え
た
り

す
る
『
露
頭
ガ
イ
ド
』
が

あ
る
。
ガ
イ
ド
歴
３
年
の

鈴
木
せ
い
子
さ
ん
は
「
そ
の

方
の
興
味
に
合
わ
せ
て
、
一

番
感
動
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
説
明
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
層
が
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
来
た

時
と
帰
る
時
の
目
の
輝
き
が

違
う
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
」

と
テ
ン
ポ
よ
く
話
す
。
ガ
イ

ド
の
説
明
を
受
け
た
人
は
「
チ

バ
ニ
ア
ン
と
い
う
名
前
だ
け

で
、
地
磁
気
逆
転
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
詳
し
い
知
識
に

触
れ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」「
テ

レ
ビ
で
観
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
場
に
来
て
み
て
よ
か
っ

た
。
難
し
い
こ
と
も
わ
か
る

よ
う
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
た
。

　

田
淵
チ
バ
ニ
ア
ン
ズ
の
活

動
の
中
核
を
担
う
チ
バ
ニ
ア

ン
ガ
イ
ド
は
、
養
成
講
座
も

充
実
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
の
５
期
生
養
成
講
座
で
は
、

４
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
始
ま

り
、
古
地
磁
気
学
、
生
痕
化

石
学
、
田
淵
地
区
の
歴
史
や

救
急
救
命
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
も
含
む
計
１３
回
の

講
座
と
、
バ
ス
研
修
が
行
わ

れ
た
。
講
師
陣
は
千
葉
セ
ク

シ
ョ
ン
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
提
案
チ
ー

ム
代
表
の
茨
城
大
学
・
岡
田

誠
教
授
を
は
じ
め
豪
華
な
顔

ぶ
れ
。
バ
ス
研
修
で
は
茨
城

県
つ
く
ば
市
の
地
質
標
本
館

と
、
水
戸
市
の
茨
城
大
学
岡

田
教
授
の
研
究
室
を
訪
問
し

た
。

　

２
月
時
点
で
、
ガ
イ
ド
は

３０
代
か
ら
９０
代
の
３３
名
。
こ

れ
に
研
修
中
の
５
期
生
１１
名

が
順
次
加
わ
る
。『
チ
バ
ニ

ア
ン
ガ
イ
ド
部
』
部
長
の
石

井
あ
ゆ
み
さ
ん
は
「
チ
バ
ニ

ア
ン
ガ
イ
ド
は
研
究
の
最
前

線
に
い
て
も
専
門
家
で
は
な

い
の
で
、
疑
問
に
思
っ
た
り
、

お
客
様
か
ら
質
問
さ
れ
て
分

か
ら
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と

を
そ
の
都
度
先
生
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新

し
く
得
た
知
識
や
情
報
は
、

月
に
１
度
の
定
例
会
で
全
員

が
共
有
す
る
こ
と
を
徹
底
し

て
い
ま
す
」
と
説
明
。「
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
は
み
ん
な
楽
し

そ
う
。
説
明
し
て
感
謝
さ
れ

る
こ
と
が
喜
び
で
す
。
高
齢

者
も
多
い
の
で
、
ガ
イ
ド
が

１
人
１
人
の
生
き
が
い
に
な

る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
続
け
た
。
隈
健
吾
さ
ん
の

設
計
事
務
所
が
設
計
を
担
当

す
る
こ
と
で
も
話
題
と
な
っ

た
新
施
設
『
チ
バ
ニ
ア
ン
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
』（
仮
称
）
は

２
０
２
７
年
開
館
予
定
。
石

井
さ
ん
は
「
よ
り
人
が
集
ま

る
場
と
な
る
の
で
、
地
元
の

農
産
物
の
直
売
所
や
み
ん
な

が
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ
な
ど
、

地
域
振
興
に
も
努
め
た
い
。

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
も
充
実
さ
せ
、

発
信
力
を
よ
り
高
め
て
い
き

た
い
」
と
熱
心
に
語
る
。

　

露
頭
見
学
の
際
は
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
説
明
展
示

を
見
て
か
ら
が
お
す
す
め
。

河
床
の
観
察
の
た
め
に
長
靴

を
履
く
と
良
い
。
降
雨
後
の

川
の
増
水
時
は
見
学
不
可
。

当
日
の
川
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。
現

在
、
チ
バ
ニ
ア
ン
ガ
イ
ド
の

６
期
生
を
募
集
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

講
座
受
講
料
は
無
料
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
知
識
欲

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
仲
間

に
！
」
と
の
こ
と
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
、
問
合

せ
を
。　
　
　
　
　
　
（
石
井
）

問
チ
バ
ニ
ア
ン
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
）　

☎
０
４
３
６
・
９６
・
２
７
５
５

開
館
：
１０
月
～
３
月
・
９
時

～
１６
時
、
４
月
～
９
月
・
９

時
～
１７
時

休
館
：
木
曜
、
年
末
年
始

https://www.tabuchi-
chibanians.com/

チ
バ
ニ
ア
ン
ガ

イ
ド
活
躍
中
！

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
様
子

ガ
イ
ド
６
期
生

を
募
集

第１４回地域再生大賞優秀賞受賞

チバニアンの魅力を地元から発信
　　　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人田淵チバニアンズ
　２０２０年１月、市原市田淵の地磁気逆転層を含む地層『千葉セクション』
がＧＳＳＰ（地質年代の境目を世界で一番よく観察できる地層の断面）に認定
され、７７万４千年前から１２万９千年前までの時代が、ラテン語で『千葉の
時代』を意味する『チバニアン』と命名された。『ＮＰＯ法人田淵チバニアンズ』
は、２０１９年１２月にオープンした『チバニアンビジターセンター』の委託
管理を市から請け負い、草刈りなどの環境整備、チバニアンガイドの運営など
幅広く活動している。今年２月には、千葉日報など地方新聞４７紙とＮＨＫ、
共同通信が、地域活性化の取組みを応援する『第１４回地域再生大賞～つながる、
多様性が拓（ひら）く』にて優秀賞に輝いた。

新ガイダンス施設外観予想図

（
写
真
上
）
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
、

（
写
真
右
） 

地
層「
千
葉
セ
ク
シ
ョ

ン
」
の
露
頭
全
面
、（
写
真
左
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
パ
イ
ク
。
背
景

の
横
の
線
が
白
尾
火
山
灰
層


